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農業とロボット
その過去から未来への軌跡
玉 木 浩 二*
平成 +1年 +,月 +日受付平成 +1年 +,月 3日受理
要約 : 農産物の輸入は 土壌や水の輸入と同時にエネルギの輸入である 今後 地球の環境問題が更に深
刻化していくとエネルギ環境の視点からも自給率の向上に対する要請は大きくなっていくであろう
しかし 高齢化が急速に進行するわが国で 食料の自給を支える担い手は誰になるのであろうか 現在 わ




することが問題解決に近づくと思われる この方向が 農業の多面的な機能を生かしながら 地域の活性化
を促し 地産地消を実現する道であろう
キワド : トラクタ農業 ロボット技術 高齢化社会 地産地消 福祉農業

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し 困難を克服した 肥沃で豊かな米国の中西部は 世界
のパン籠 といわれるが こうした基礎を築いたのは 鋼
鉄製のプラウだったのである
































対して 圧倒的な勝利を収めたのである ちなみに +3+.
年に開始された有名なフォドシステムによる自動車の生
産台数は +年間に 0万台であった +3*/年に米国で始め
て農業機械会社Hart & Parr商会が設立されて以来 数多
くの農業機械会社が乱立し市場獲得の熾烈な戦いが進めら







がるとともに 企業の淘汰も進行した 以後 農業トラク
タの機能は拡大し +3-*年代までには 現在農業トラクタ
に装備されている .輪駆動 PTO, パワリフト空気タ
イヤなどほとんどの機能が付与された
































































































































































































し 地中深く掘り進む必要があった このため 地下水の
排水は切実な要求であった 多くの蒸気機関が発明された
中 ニュコメンによる実用蒸気機関が活躍することにな





を必要とした このため 熱効率は低く *./程度であっ





























蒸気機関 弁 歯車 遠心調速機 リンク機構系を構成す
る要素は 安定に作動するものであるのに どのような条
件で遠心調速機付き蒸気機関が不安定となるのか この問



























効果が得られる -点リンクヒッチは +3,*年に H.G.
ファガソンが 直装作業機による一体化原則 Unit
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た +31*年代以降 主として歪ゲジによる高辻 山崎 玉
木などの研究など数少ない取り組みがある+*+-






















































略 米国における低投入型農業 LISA など環境への負荷
をできるだけ低減する戦略 自然農法など 概略 -つの方
向が考えられている
-, 精密農業 Precision farming
環境に優しい農業の実現に社会の関心が高まる中 既存
のトラクタ農業の欠点を最新の技術により解決しようとす
る農業である Precision farming, Prescription Farm-
ing, Variable rate Application Technologyなどと呼ば
れている また 英国などでは同様の考え方に基づいてい
る TIBRE Targeted Inputs for Better Rural Environ-
玉木88











分 水分条件 土性 地形など均一でない これらにきめ
細かく対応することにより 農業の環境に対する負荷を減
じ 生産力を高めていこうとする方法である このために









USDA の ,**+年の農業資源管理報告書では 米国では
,***年現在 収量モニタを実施している対象耕地面積
は コムギ生産 +* トウモロコシ約 -* 大豆 ,/以
上であったという 別の資料では+3 ,**+年度 米国で精
密農業を採用した農家戸数は約 ,万戸で 穀物栽培面積の
約 +,で行われた デンマクは米国についで採用して

































は ケブル ガントリなどの固定経路による方式 各
種センサ カメラなどを用いて外界情報を利用する方式
推測航法に見られるような内界情報による方式 外界標














































































面積 農家数 農業租生産額は 現在それぞれ全国の .割









生活は +30*年頃までは 豊食 の時代 +32*年頃までを
飽食 の時代 その後 ,***年頃までを 呆食 の時代
,+世紀に入ってますます食の環境は悪化し ついに 崩










2*.-兆円である この内 食品工業に対しては ,3./ 外




























































a 食と農との距離を縮め得ること b 農業農村を活







し わが国の農村 農業の現実の中で 誰がまたどこでそ
れを支えていくのであろうか
世界的な居住環境の改善に取り組んでいる国連ハビタッ
トの ,**-年度版報告書 世界人間居住報告 によれば 生
活環境が劣悪な低得者の居住地域に住む人は 全世界の







































































発した この方法は 土壌浸食を防止するとか 多種の植
物や昆虫などから畑地が構成されるため 病害虫が抑制さ
れるなどの特徴を有している また 耕うんなどの作業を
行わないため 作業負荷も小さい この栽培法は 雑草を
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Agriculture and Robot
From the Past to the Future
By
Koji TAMAKI*
(Received December +, ,**//Accepted December 3, ,**/)
Summary : Import of agricultural products means importing soil and water from abroad. Worsening
environmental problems on the Earth are creating much greater need for self-su$ciency of our
agricultural produce, from the viewpoint of energy and environment. Who are the people supporting
agricultural production in Japan, under the steep aging progress in Japanese society. At the present,
about half of the workers in agricultural sector are women and also seniors over 0/ years old.
Encouraging these people to join positively in agricultural activity is one solution, taking advantage
of agriculture with healing and multilateral functions. Agricultural production system with modern
tractor is not considered to be acceptable for senior people and women because of the heaviness of the
work. Thus, it will be one of the best solutions to make machinery and cultivating systems acceptable
for these people and join agricultural activities in their living area. This will be one of the best ways
to make a food traceable system, where we could know who the producer was and where the food was
harvested. This could contribute to realizing a society, where we could have food with security.
Key words : Tractor farming, Robot technology, Aging society, food traceability, Welfare agriculture
* Tokyo University of Agriculture
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